
 
第 65 回教育研究評議会議事録 

 

Ⅰ 日 時 平成 21 年 6 月 18 日（木） 14 時 00 分～１6時 00 分 

 

Ⅱ 出席者 議 長 山田学長 

      評議員 清水、赤平、塩尻、田中、鈴木、阿部、宇川、西川、坪井、山田(秀)、村上、大田、

東、五十殿、中山、山田(宣)、北脇、庄司、金井、吉田、海老原、阿江、玉川、 

竹内、溝上、植松、永田、波多野、井上、菊地、朝岡、吉川、本澤、加賀、佐藤、

深水、板野 

         代理出席  金子附属病院副病院長(五十嵐理事・附属病院長代理) 

          原医学類長(大塚医学群長代理) 

 

Ⅲ 議 題  

〔審 議〕 

(1) 平成 20 事業年度に係る業務の実績に関する報告書について ------------------- 〔審資料 1〕 

(2) 第二期中期目標・計画について -------------------------------------------- 〔審資料 2〕 

(3) 大学教員の定年退職後の再雇用に関する制度の骨子について ------------------ 〔審資料 3〕 

(4) 大学教員の早期退職制度の骨子について ------------------------------------ 〔審資料 4〕 

(5) サバティカル制度について ------------------------------------------------ 〔審資料 5〕 

(6) 先端学際領域研究センター次期中期計画検討 WG の結論の骨子について --------- 〔審資料 6〕 

 

〔報 告〕 

(1) 理事の分担業務の追加について -------------------------------------------- 〔報資料 1〕 

(2) 役職教員の選考について -------------------------------------------------- 〔報資料 2〕 

(3) 平成 21 年度給与改定について(平成 21 年人事院勧告による) ------------------ 〔報資料 3〕 

(4) つくばナノテクノロジー拠点形成の推進について ---------------------------- 〔報資料 4〕 

(5) 平成 22 年度学術システム研究センター研究員候補者の推薦について ----------- 〔報資料 5〕 

(6) 平成 21 年度温室効果ガス削減計画について --------------------------------- 〔報資料 6〕 

(7) 筑波キャンパスＣＯ２排出量・エネルギー使用量実績(5 月分)について --------- 〔報資料 7〕 

(8) 第 31 回経営協議会報告 --------------------------------------------------- 〔報資料 8〕 

(9) 工事に伴うバス停仮移動について ------------------------------------------ 〔追加資料 1〕 

(10) 公募型教育研究経費の採択状況について 

(11) 平成 21 年度の共同利用・共同研究拠点の認定予定について 

(12) 平成 21 年度国際化拠点整備事業に係るヒアリングについて 

(13) 国際生物学オリンピックについて 

 

〔その他〕 

(1) 教育研究高度化のための支援体制整備事業について 

(2) 平成 21 年度一般会計補正予算において措置された研究装置の学内での設置場所について 

 

 

Ⅳ 議 事 

 〔審 議〕 

  １～２ 審議資料 1及び 2に基づく審議の結果、それぞれ原案どおり承認された。 

     

  ３ 審議資料 3に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

    評議員から、部局において、再雇用大学教員の基本年俸が退職時の 7 割程度では優秀な教員を確

保できないのではないかとの意見が出されている旨の報告があった。 

 1



 2

 

４ 審議資料 4に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

  評議員から、大学院生の指導を行っている教員が当該制度を利用することにより、指導下の学生

に影響が及ぶことのないよう措置を講じておく必要がある旨の意見があった。 

  また、受付を先着順とすることは混乱を招く恐れがあるため、年齢や勤務年数により優先順位を

決めるべきではないかとの意見があった。 

  なお、これらの意見を踏まえ、規程を整備する際に再度提示することとなった。 

 

  ５ 審議資料 5 に基づく審議の結果、当該制度が入試業務や学類教育に及ぼす影響を十分考慮する必

要がある旨、また、全学共通科目等を担当する教員がサバティカル適用者となる場合は、全学的に

影響があることから大学として代替措置を講ずるべきである旨等の意見があり、人事企画委員会で

再検討した上で、改めて本評議会に付議することとなった。 

     

  ６ 審議資料 6に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

 

 〔報 告〕 

  １ 報告資料 1に基づき、理事の分担業務の追加について報告があった。 

    なお、今後は、新たに医療担当となった理事が、本学の新型インフルエンザ対応を担当する旨併

せて報告があった。 

 

  ２～９ 報告資料 2～8及び追加資料 1に基づき、それぞれ報告があった。 

 

    10 平成 21 年度科学技術振興調整費(文部科学省)及び地球規模課題対応国際科学技術協力事業(科学

技術振興機構)の採択状況について報告があった。 

 

    11 共同利用・共同研究拠点の認定に係る審査状況について報告があった。 

 

12 平成 21 年度国際化拠点整備事業に係るヒアリングが、6 月 25 日(木)に行われることとなった旨

の報告があった。 

 

13 第 20 回国際生物学オリンピックつくば 2009 が 7 月 13 日(月)から開催されるので、協力願いたい

旨の要請があった。 

 

 〔その他〕 

１ 評議員から、教育研究高度化のための支援体制整備事業の学内でのとりまとめ状況について質疑

があり、財務担当副学長から、現在、各部局等から出されたプランを整理しプログラム化の作業を

行っている段階である旨の説明があった。 

 

２ 評議員から、平成 21 年度一般会計補正予算において措置された研究装置の学内での設置場所を配

慮願いたい旨の要請があった。 

関連して、学内の研究活動用スペースの有効利用について意見交換が行われた。  

以 上 


